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各団体による野菜の消費拡大の取組みについて 

 

  

会 員 名 取 組 概 要 

主婦連合会 

 

 

販売促進イベント 

東京都千代田区六番町にあります主婦会館プラザエフの前にて、平成 27 年 3 月 4 日・5 日に産直

市を開催しました。今回は八丈島連合婦人会会長からの特産品(八丈島フルーツレモンとジャム・あし

たばと明日葉茶や乾燥削り節・ふりかけ・花など)を主婦連合会の定例会で紹介してもらいました。 

他県の野菜・加工品・福島復興支援商品などの販売もありました。年に４～５回産直市を予定してお

ります。生産者と消費者が直接話を出来る機会です。多くの方が足を運んでくださいます。 

 

 

 

資料 ７ 
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会 員 名 取 組 概 要 

全国農業協同組合連合会  

１．「やさいの日」の取組み 

（１）開催時期：平成 27年 8月 30日（日） 

（２）場所：首都圏イベントスペース 

（３）内容：イベントスペースにて「やさいの日」イベントを行い、国産野菜の消費拡大を訴求する。 

 

２．ラジオ放送局（関東圏）と連携した取組み 

（１）実施時期：平成 27年 4月～9月 

（２）内容： 

ア．ラジオでの旬の青果物に関する情報発信（毎週土曜日） 

（商品・産地・出荷情報、全農職員や JA全農青果センター(株)社員電話出演による 

PR 等） 

イ．ラジオによる事前告知等を含む青果物の販売促進イベントの実施 

（7月、8月、9月、11月） 

    ウ．毎月 1回番組内プレゼントコーナーへの商品提供（毎月 5名） 

 

３．大学生協との連携によるメニュー提案 

（１）実施時期：平成 27年秋 

（２）場所：関東圏の大学 

（３）内容：青果物の摂取促進を内容とする食べ方提案 

 

４．夏野菜消費拡大キャンペーンの実施 

（１）実施時期：平成 27年 7～9月 

（２）内容：リーフレットを作成して、参加県のイベントで配布 

      ｗｅｂで夏野菜産地情報を配信して、約 100名に野菜等をプレゼント 

 

 

※本所での取組みを中心に記載。各県本部においても消費宣伝・消費拡大の取組みを実施。 
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会 員 名 取 組 概 要 

農林水産省  

１．農林水産省ホームページにおけるレシピ紹介等 

 野菜価格に対応したレシピを農林水産省ホームページ等において紹介し、消費拡大を促進。 

また、フード・アクション・ニッポンホームページに季節の野菜料理レシピ等の情報を掲載して、一般

向けに周知。（４月～翌年３月、随時） 

 

２．料理レシピサイト「クックパッド」と連携したレシピ紹介等 

 料理レシピサイト「クックパッド」に開設した「農林水産省の公式キッチン」において、野菜の生育状

況及び価格見通し、季節の野菜料理レシピ等を掲載して、一般向けに周知。（４月～翌年３月、随時） 

 

３．「日本の食魅力再発見・利用促進事業」を実施予定 

 地域の農林水産物の利用促進や全国レベルでの国産農林水産物・食品の消費拡大に向けた取組を実施。

（４月～翌年３月） 

（１）「消費拡大全国展開事業」 

（内容）国産青果物の消費拡大に向けて、地域の食材や食べ方など食文化に関する情報を活用した取組、

販路拡大や消費促進の担い手育成などの取組を実施。 

（２月１９日に公募締切し、今後、事業実施主体の決定等を経て、４月以降事業開始予定。上限事業

費は１，５００万円。） 

（２）「食のモデル地域育成事業」 

（内容）地域食材の消費拡大に向けて、地域関係者との連携による人材育成や商品開発、販路開拓な

どの取組を実施。 

（２月１２日に公募締切し、今後、事業実施主体の決定等を経て、４月以降事業開始予定。補助率１

／２、１事業実施主体当たり補助金額上限４００万円。） 

 

４．日本郵便株式会社発行の特殊切手「野菜とくだものシリーズ」に関する協力 

 特殊切手「野菜とくだものシリーズ」の発行にあたり、独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機

構とともに助言等を行い、季節の野菜等の情報発信に協力。（４月～翌年３月、随時） 
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